
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 開催要綱 
 
 
 ●　日時 ２００８年１１月２９日（土）～１２月１日（月）　1日参加からＯＫ

全体会・分科会   ホテルコスモスクエア国際交流センター
交流会            　ホテル大阪ベイタワー

3日間参加 10,000円　2日間9,000円　1日間8,500円

TEL　075-494-1115　 FAX　075-494-1135  Ｅ－mail　roufuku＠siren.ocn.ne.jp

 
●　会場 

 ●　参加費
 
 
 主催：21世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会(略称＝21・老福連)

後援：大阪府　大阪市　社会福祉法人大阪府社会福祉協議会　大阪府社会福祉協議会老人施

設部会　社団法人大阪社会福祉士会  大阪市社会福祉協議会 　和歌山県老人福祉施設協議会
（以下、すべて依頼中）社団法人大阪介護福祉士会  社団法人大阪介護支援専門員協会 京都
府老人福祉施設協議会　京都市老人福祉施設協議会　兵庫県老人福祉事業協会　神戸市老人

福祉施設連盟　奈良県老人福祉施設協議会　滋賀県老人福祉施設協議会

 
 
 
 
 
 

21世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会(略称＝21・老福連)

 
●　主催



利用者の願いに応える 豊かな援助実践を築き上げるために
 

 

「２１・老福連」参加施設のみなさん 

全国の老人福祉施設関係者のみなさん 

 

私たち「２１世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会」（略称：２１・老福連）は、老人福祉の新しい施設連絡会組

織として、２００２年６月に発足いたしました。  

発足にあたって、①介護保険の混乱と矛盾から高齢者を守る立場で、公的福祉の確立をめざすとともに、真の高齢者

福祉、介護保障のあり方について実践も含めた意見交換を活発に行う  ②高齢者主体の援助実践、ケアの質、暮ら

しの内容を豊かにするため、「職員研究交流集会」を開催する  ③老人福祉の向上をめざす活動、社会保障を守る活

動などを諸団体と共同、連携し、積極的に進める  これらを目的に掲げ、毎年「実践・交流・連携」を重ねてきました。  

 

来年は介護保険制度改定の年です。この間、改定のたびに利用者・家族の負担は増え、施設にとっては報酬カットで

経営は苦しくなる一方です。こうした中、福祉で働く職員の就労環境は悪化し、「将来に希望を持てない」と、離職者が

相次ぎ、人材確保の困難な状況は全国的に深刻化しています。 

２１・老福連は、来年度の介護報酬改定にむけて、福祉に働く職員が、誇りと希望をもって働けるため、人員配置と賃

金水準の改善を求め、６万４千余の署名を厚生労働大臣に提出するなどの諸活動に取り組んできました。 

また、日々の援助実践を確かめ、より良いものにするために、毎年職員研究交流集会を開催してきました。昨年は富

山市を会場に、延べ４２５名の参加と１０７本におよぶ実践報告がされ、多いに学びあい、交流を深めました。  

 

今年の職員研究交流集会の開催地は大阪で、「 じっくり語ろう ほんまもんの福祉 ～持ちよろう援助実践 たしかめ

よう自信と誇り とり戻そう公的福祉を～」をテーマに開催します。全国各地の豊かな援助実践を大阪に持ちより、大いに

学び交流を深めましょう。 職員、関係者のみなさまの積極的な参加をお待ちしています。 

 

 

 

 ●　日時
２００８年１１月２９日（土）　１３：００～１７：００（交流会 １９：００～）
              １１月３０日（日）　　９：００～１７：００
　　　　　   １２月　１日（月）　  ９：００～１２：００ 

 全体会・分科会   ホテルコスモスクエア国際交流センター
交流会            　ホテル大阪ベイタワー ●　会場

 
3日間参加 10,000円　2日間 9,000円　1日間 8,500円

宿泊（メイン会場内・1泊朝食つき／ツイン）8,400円　　交流会8,500円
●シングルの室数には限りがございます。先着順となりますので申込はお早めに願います。

　　詳細は名鉄観光のご案内用紙をご覧ください

 

 
●　参加費

 

 

 
●　主催

21世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会(略称＝21・老福連)
  TEL　075-494-1115　　 FAX　075-494-1135   Ｅ－mail　roufuku＠siren.ocn.ne.jp

●お問い合わせ先　　＜ 現地実行委員会事務局 ＞

　 社会福祉法人こばと会　高齢者向け優良賃貸住宅さくら苑（担当：正森）
　TEL　06-4864-2266　　FAX　06-4864-2212　　Ｅ－mail　　info@kobatokai.jp

 

 

 

 ●　申込方法
別紙、名鉄観光からのご案内文書をご確認の上、「参加申込用紙」に必要事項
をご記入いただき、ＦＡＸにて名鉄観光にお申込ください。

　　　　　◆◆◆参加申込〆切は９月１９日（金）です◆◆◆
　※集会2日目の分科会における「演題発表」の受付は老福連事務局となります。お間違いの

　　　ないよう、別紙「演題募集」の用紙をご確認ください。

　※集会開催の約1ヶ月前には、名鉄観光より請求書とともに参加券が発送されます。

  ※宿泊場所は、メイン会場となる「ホテルコスモスクエア国際交流センター」をご案内しております。

　　 シングル等、客室数に限りがございますので、お早めにお申込みください。

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

   来年は介護保険制度の改定の年です。この間の改定は、利用者へのサービスが抑制され、事業者への
報酬はカットされ、高齢者はもちろん、福祉に働く職員にとっても将来に不安が広がるものとなっています。
　今回の職員研究交流集会では、そんな中でも思いとこだわりをもってとりくんでいる福祉の援助実践を交流し、
薄れがちな公的福祉のあり方を問いながら「ほんまもんの福祉」をじっくり語り合える集会にしたいと思います。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1日目　　1１月２９日（土） ＜　全体会　＞ ホテルコスモスクエア国際交流センター

１２：３０～ 受付開始

１３：００～１３：２０
オープニング
和太鼓『鼓粋』演奏　（障害児施設:豊里学園　和太鼓チーム）

１３：２０～１３：３０ 開会の挨拶・来賓からの挨拶

１３：３０～１４：１５ ２１・老福連からの基調報告

１４：２５～１５：５５
●記念講演　『福祉にとどかない声』 ―記者の目から見た、福祉―
　　講師　　向井　康　氏（京都新聞社 社会報道局市民担当部長）

１６：１０～１６：５５

●リレー報告 　わたしたちの願い、今伝えたいこと
生活保護・障がい者・子ども・高齢者とそれぞれの分野の当事者・家族・職員が贈るあついメッセージ
　●生活保護　大阪生活と健康を守る会
　●障がい者   障害者（児）を守る全大阪連絡協議会
　●児　　童　  ※調整中
　●高 齢 者　 介護福祉施設利用者家族会

１６：５５～１７：００ 事務連絡・1日目終了

＜　交流会　＞ ホテル大阪ベイタワー

１９：００～２１：００

毎年恒例となった交流会！今年も手づくりで現地の職員さんがみなさんを歓待します！！
なんといっても今年の目玉は、“今夜決定！２１・老福連のスターはあなただ！”との呼びかけ
ではじまる＜演芸コンクールIN大阪＞。みなさんで大いに盛り上げってください！
もちろん、全国の参加者から持ち寄られた「地酒」にも乞うご期待！

２日目　　1１月３０日（日） ＜　分科会　＞ ホテルコスモスクエア国際交流センター

９：３０～１７：００ １１分科会、２０会場（予定）で繰り広げられるアツい議論！（詳細は次々ページより）

９：００～９：３０
●スライドでつづる　熱い大阪集会
　大阪集会の熱気をスライドと参加者スピーチでつづります

３日目　　1２月１日（月） ＜　全体会　＞ ホテルコスモスクエア国際交流センター

９：００～ ３日目開始

９：３０～１１：３０
●踊る福祉御殿　　「言いたい！　聞きたい！」　－好きやねん　福祉の仕事―
繰り出される「お題」、参加者とゲストコメンテーターを交えての立体的討論会
　●ゲストコメンテーター：２１老福連幹事　中堅介護職員　研究者

１１：３０～１１：４５ 今回の集会のまとめ

１１：４５～１２：００ 次回開催地よりあいさつ　実行委員長あいさつ　　終了



 
 
 
 
 
 
 
 

障害児施設・豊里学園の子どもたちと援助者による和太鼓の響きで 

お迎えします。チームは『鼓粋』（ＫＯＩＫＩ）全国障害者大会に連続出場 

を果たすなど、その実力は定評です。 

 
 
 
 
 
 
 

    講師プロフィール ： 京都市生まれ。1980年京都新聞社入社。社会部、 

企画報道部、滋賀本社などを経て、現職。阪神大震災における京都、 

神戸両新聞社の合同連載「生きる」で新聞協会（グループ受賞） 

２００６年 医療と福祉の冷たい谷間を取材した「折れない葦」取材班で 

新聞協会賞を受賞。 

 

 

 

 

生活保護・障害者・子ども・高齢者とそれぞれの分野の当事者、家族がおくる職員へのあついメッセージ！！ 

◆大阪生活と健康を守る会      ◆障害者（児）を守る全大阪連絡協議会  

◆児童分野 ※調整中       ◆介護福祉施設利用者家族会  それぞれの分野からご報告いただきます  

 

－記者の目から見た福祉－ 

（京都新聞社社会報道局市民担当部長） 

講 師  向 井   康 氏  

 
 

 
 
 
            
 
 
 

あの一言で････、納得できるケアって、働きつづけることの不安、仕事の魅力、etc…くりだされる 「お題」に、 

参加者とゲストの意見も入れながら討論をすすめます。  

 
 
 

大阪集会の熱気をスライドと参加者スピーチでつづります 
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ひ

ま
わ

り
園

施
設

長
　

常
陸

　
実

東
大

阪
生

協
病

院

副
院

長
橘

田
　

亜
由

美

４
ケ

ア
ハ

ウ
ス

の
あ

り
方

を
考

え
る

国
は

地
域

で
住

み
続

け
る

上
で

多
様

な
住

ま
い

の
構

築
を

う
た

っ
て

お
り

、
ケ

ア
付

き
住

宅
、

有
料

老
人

ホ
－

ム
、

有
料

賃
貸

住
宅

等
様

々
な

形
態

の
住

宅
が

民
間

の
手

で
ど

ん
ど

ん
つ

く
ら

れ
て

き
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
動

向
の

中
で

老
人

福
祉

法
上

に
位

置
づ

け
ら

れ
る

ケ
ア

ハ
ウ

ス
の

存
在

意
義

は
何

か
、

安
心

の
住

み
家

と
し

て
今

後
の

ケ
ア

ハ
ウ

ス
を

ど
う

考
え

て
行

け
ば

よ
い

の
か

、
終

い
の

施
設

に
な

り
え

る
の

か
。

実
践

を
も

ち
よ

り
ま

し
ょ

う
。

・
特

定
施

設
問

題
・
重

度
化

へ
の

対
応

、
ケ

ア
ハ

ウ
ス

の
機

能
・
医

療
・
福

祉
・
地

域
と

の
連

携
の

実
践

・
ケ

ア
ハ

ウ
ス

の
相

談
機

能
、

利
用

者
の

状
況

か
ら

み
え

る
ケ

ア
ハ

ウ
ス

の
役

割

４

新
潟

　
ケ

ア
ハ

ウ
ス

穂
波

の
里

法
人

事
務

局
長

　
上

杉
　

あ
さ

子

宮
城

　
宮

城
野

の
里

施
設

長
　

小
野

　
と

も
み



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分
科

会
名

趣
旨

・課
題

分
散

会
名

座
　

　
長

５
－

Ⅰ
：
シ

ョ
ー

ト
の

と
り

く
み

を
中

心
に

兵
庫

　
甲

寿
園

副
施

設
長

　
川

内
　

光
子

新
潟

　
シ

ョ

事
務

長
　

西

５
－

Ⅱ
：
デ

イ
の

と
り

く
み

を
中

心
に

愛
知

　
す

こ
や

か
の

里

施
設

長
　

高
部

　
ゆ

か
り

大
阪

　
結

副
施

設
　

阿

６

養
護

老
人

ホ
ー

ム
の

制
度

転
換

へ
の

対
応

と
役

割
を

考
え

る

新
制

度
移

行
後

２
年

が
経

過
し

そ
の

具
体

的
な

影
響

や
諸

課
題

に
つ

い
て

大
い

に
論

議
し

ま
し

ょ
う

。
全

参
加

施
設

の
発

表
を

期
待

し
ま

す
。

・
新

制
度

移
行

後
の

影
響

、
課

題
、

実
践

・
自

治
体

へ
の

問
題

提
起

等
の

実
践

・
高

齢
者

福
祉

を
守

り
、

拡
充

す
る

視
点

か
ら

養
護

老
人

ホ
－

ム
の

あ
り

方
や

実
践

事
例

６

長
野

　
ハ

ー
ト

ヒ
ル

川
路

事
務

長
　

西
田

　
克

美
前

施
設

　
関

　

７
－

Ⅰ
：
ホ

ー
ム

ヘ
ル

プ
サ

ー
ビ

ス

静
岡

　
芳

川
の

里

施
設

長
　

宮
形

　
淳

金
沢

大

教
員

　
森

山

７
－

Ⅱ
：
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

ケ
ア

山
形

　
と

か
み

楽
生

苑

苑
長

　
横

山
　

雄
治

ホ
ー

　
永

７
－

Ⅲ
：
地

域
包

括
支

援
・
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
・
居

宅
介

護
支

援
事

業

東
京

　
泉

苑
ケ

ア
セ

ン
タ

ー

セ
ン

タ
ー

長
　

武
田

　
恵

福
祉

・
介

護
か 事

務
局

　
日

下

５
在

宅
生

活
を

支
え

る
デ

イ
・
シ

ョ
ー

ト
事

業

住
み

な
れ

た
地

域
で

住
み

続
け

る
こ

と
の

要
求

が
強

ま
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
介

護
予

防
が

制
度

化
さ

れ
介

護
予

防
に

対
す

る
関

心
も

高
ま

っ
て

い
ま

す
。

一
方

国
は

政
策

的
に

も
施

設
か

ら
在

宅
へ

と
転

換
し

て
き

て
お

り
、

療
養

型
の

削
減

で
今

後
重

度
の

在
宅

者
が

増
加

す
る

こ
と

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

制
度

改
定

か
ら

２
年

が
経

過
し

新
し

い
制

度
に

対
す

る
と

り
く
み

と
共

に
在

宅
生

活
を

支
え

る
デ

イ
や

シ
ョ

－
ト

の
あ

り
方

を
論

議
し

ま
し

ょ
う

。
（
共

通
し

て
）

・
ケ

ア
マ

ネ
と

事
業

者
と

の
関

わ
り

、
及

び
事

業
者

間
の

連
携

・
デ

イ
や

シ
ョ

－
ト

を
利

用
す

る
こ

と
で

利
用

者
や

家
族

は
ど

の
よ

う
に

支
え

ら
れ

て
い

る
か

、
ま

た
変

化
し

た
か

・
特

色
あ

る
デ

イ
や

シ
ョ

－
ト

の
と

り
く
み

・
デ

イ
、

シ
ョ

ー
ト

を
一

体
的

に
取

組
ん

で
い

る
所

の
実

践
事

例
（
シ

ョ
－

ト
）

・
多

様
な

利
用

目
的

に
対

応
し

て
本

人
、

家
族

の
ニ

－
ズ

に
ど

う
応

え
て

い
る

か
・
シ

ョ
－

ト
に

お
け

る
個

別
的

援
助

と
は

・
事

故
防

止
の

取
り

組
み

・
業

務
の

工
夫

改
善

　
等

（
デ

イ
）

・
介

護
予

防
の

と
り

く
み

や
そ

の
効

果
・
個

別
機

能
訓

練
、

口
腔

ケ
ア

、
栄

養
マ

ネ
－

ジ
イ

メ
ン

ト
の

と
り

く
み

・
家

族
と

の
連

携
、

家
族

に
対

す
る

相
談

、
援

助
・
デ

イ
に

お
け

る
各

職
種

の
役

割
の

取
り

方
と

連
携

７
地

域
で

暮
ら

し
続

け
る

（
ホ

－
ム

ヘ
ル

プ
サ

－
ビ

ス
）

ホ
ー

ム
ヘ

ル
プ

サ
ー

ビ
ス

も
制

度
改

定
の

大
き

な
影

響
を

う
け

ま
し

た
。

２
年

が
経

過
し

て
改

め
て

利
用

者
、

家
族

に
対

す
る

影
響

を
直

視
し

、
そ

れ
を

ど
う

の
り

こ
え

て
き

た
か

、
ま

た
地

域
の

ヘ
ル

パ
－

が
ど

う
連

携
し

な
が

ら
実

践
の

交
流

や
社

会
的

地
位

の
向

上
，

地
域

づ
く
り

に
む

か
っ

て
い

る
か

、
経

験
を

も
ち

よ
り

討
議

し
ま

し
ょ

う
。

・
制

度
改

定
の

影
響

と
と

り
く
み

・
質

の
向

上
の

と
り

く
み

・
サ

－
ビ

ス
提

供
責

任
者

の
役

割
・
ネ

ッ
ト

ワ
－

ク
や

地
域

づ
く
り

の
と

り
く
み

（
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

）
2
0
0
6
年

度
よ

り
グ

ル
－

プ
ホ

－
ム

と
小

規
模

多
機

能
型

施
設

は
地

域
密

着
型

サ
－

ビ
ス

と
位

置
づ

け
ら

れ
ま

し
た

。
グ

ル
－

プ
ホ

－
ム

は
全

国
的

に
数

が
急

増
す

る
中

で
そ

の
質

も
と

わ
れ

て
き

て
い

ま
す

。
・
グ

ル
－

プ
ホ

－
ム

で
ど

こ
ま

で
ケ

ア
す

る
の

か
・
グ

ル
－

プ
ホ

－
ム

と
地

域
と

の
か

か
わ

り
・
グ

ル
－

プ
ホ

－
ム

な
ら

で
は

の
援

助
実

践
　

等
を

話
し

あ
い

ま
し

ょ
う

（
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

－
・
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
・
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

）
制

度
改

定
か

ら
２

年
が

経
過

し
た

中
で

地
域

づ
く
り

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
作

り
困

難
事

例
へ

の
対

応
や

公
的

責
任

の
問

題
等

経
験

を
持

ち
寄

ち
よ

り
ま

し
ょ

う
。

・
実

践
の

経
験

交
流

・
連

携
の

課
題

・
地

域
の

課
題

等

助
言

者

ー
ト

ス
テ

イ
あ

し
ぬ

ま

島
　

朝
子

い
の

里

長
倍

　
裕

一
郎

東
京

　
信

愛
寮

長
道

子 学 　
治

愛
媛

　
ア

ン
ジ

ュ
ー

ル
と

も
の

家

ム
長

和
　

淑
子 オ

ン
ブ

ズ
ネ

ッ
ト

お
お

さ

長 部
　

雅
喜

７
－

Ⅳ
：
小

規
模

多
機

能
型

サ
ー

ビ
ス

京
都

　
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
上

総

セ
ン

タ
ー

長
　

小
泉

　
徳

芳

兵
庫

　
き

ら
く
え

ん
倶

楽
部

大
桝

町

管
理

者
　

菊
池

　
貴

美
香

・
介

護
予

防
、

ネ
ッ

ト
ワ

－
ク

づ
く
り

、
権

利
擁

護
、

困
難

事
例

の
対

応
、

行
政

と
の

関
係

等
・
介

護
保

険
改

定
の

影
響

や
そ

れ
に

対
す

る
と

り
く
み

（
小

規
模

多
機

能
）

小
規

模
多

機
能

型
サ

－
ビ

ス
は

地
域

で
く
ら

し
続

け
る

た
め

の
サ

－
ビ

ス
と

し
て

制
度

化
さ

れ
と

り
く
み

が
始

ま
っ

て
い

ま
す

。
制

度
と

し
て

は
始

ま
っ

た
ば

か
り

で
あ

り
施

設
を

つ
く
っ

た
経

過
や

と
り

く
み

、
課

題
等

を
報

告
、

検
討

し
あ

い
ま

し
ょ

う
。



 
 
 
 
 

 
 

 

 
 分

科
会

名
趣

旨
・課

題
分

散
会

名
座

　
　

長
助

言
者

８

安
全

・
安

心
と

生
活

リ
ス

ク
の

共
有

―
事

故
防

止
の

と
り

く
み

を
中

心
に

―

生
活

施
設

の
中

で
リ

ス
ク

と
の

共
有

は
避

け
ら

れ
ま

せ
ん

利
用

者
・
家

族
と

の
信

頼
関

係
の

構
築

、
安

心
・
安

全
を

ベ
－

ス
に

し
た

生
活

を
築

い
て

い
く
上

で
事

故
防

止
の

と
り

く
み

は
か

か
せ

ま
せ

ん
。

介
護

事
故

を
中

心
に

、
論

議
を

深
め

ま
し

ょ
う

。
・
発

生
し

た
事

故
事

例
か

ら
学

ん
だ

こ
と

・
ヒ

ヤ
リ

・
ハ

ッ
ト

の
と

り
く
み

・
転

倒
防

止
の

工
夫

・
施

設
の

事
故

防
止

の
と

り
く
み

や
体

制

８

広
島

　
く
す

の
木

苑

生
活

相
談

員
　

中
根

　
正

博

東
京

　
み

や
ま

大
樹

の
苑

施
設

長
　

相
羽

　
孝

昭

９
施

設
で

事
務

職
員

が
果

た
す

役
割

を
考

え
る

事
業

の
多

様
化

、
制

度
改

定
、

経
営

の
き

び
し

さ
等

の
中

で
、

施
設

運
営

の
実

務
の

要
と

し
て

そ
の

役
割

は
重

要
さ

を
ま

し
て

い
ま

す
。

又
地

域
と

の
関

係
で

組
織

能
力

も
問

わ
れ

て
き

て
い

ま
す

。
管

理
部

門
を

対
象

に
情

報
交

換
し

な
が

ら
事

務
の

役
割

を
論

議
し

ま
し

ょ
う

。
・
事

務
部

門
の

果
た

す
役

割
・
事

務
業

務
に

係
わ

る
具

体
的

テ
ー

マ
の

実
践

事
例

・
事

務
業

務
の

効
率

化
・
事

務
部

門
か

ら
見

た
介

護
保

険
制

度
の

問
題

・
施

設
の

民
主

的
運

営
の

課
題

９

大
阪

　
城

東
老

人
ホ

ー
ム

施
設

長
　

宮
崎

　
佳

子

兵
庫

　
社

会
福

祉
法

人
き

ら
く
え

ん

法
人

事
務

局
長

　
細

岡
　

雄
二

１
０

－
Ⅰ

：
若

い
職

員
を

中
心

に

大
阪

　
い

の
こ

の
里

施
設

長
　

山
本

　
智

光

金
城

学
院

大
学

教
員

　
朝

倉
　

美
江

１
０

－
Ⅱ

：
中

間
管

理
職

を
中

心
に

北
海

道
　

か
り

ぷ
・
あ

つ
べ

つ

施
設

長
　

石
井

　
秀

夫

白
梅

学
園

大
学

教
員

　
佐

野
　

英
司

１
１

施
設

と
地

域
、

利
用

者
、

家
族

、
後

援
会

組
織

等
と

の
関

係
を

考
え

る

施
設

職
員

以
外

に
も

開
か

れ
た

オ
－

プ
ン

な
分

科
会

と
し

、
地

域
に

さ
さ

え
ら

れ
た

施
設

運
営

、
職

員
と

の
関

わ
り

を
引

き
続

き
論

議
し

ま
し

ょ
う

。
そ

し
て

福
祉

施
設

が
地

域
福

祉
の

拠
点

と
し

て
地

域
づ

く
り

を
と

も
に

進
め

て
い

く
た

め
論

議
を

深
め

ま
し

ょ
う

。
後

援
会

の
立

場
の

方
、

家
族

会
の

方
の

参
加

歓
迎

し
ま

す
。

・
地

域
に

根
ざ

し
た

施
設

運
営

・
後

援
会

活
動

の
交

流
、

後
援

会
活

動
と

職
員

の
関

わ
り

・
家

族
会

活
動

の
交

流
、

家
族

会
活

動
と

職
員

の
関

わ
り

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

つ
い

て
・
苦

情
や

意
見

か
ら

み
た

利
用

者
、

家
族

、
地

域
の

声
と

施
設

運
営

へ
の

反
映

・
利

用
者

ア
ン

ケ
－

ト
の

と
り

く
み

・
地

域
の

要
望

に
応

え
た

法
人

の
自

主
的

事
業

の
と

り
く
み

等
・
福

祉
の

ま
ち

づ
く
り

の
活

動

１
１

東
京

　
白

十
字

ホ
ー

ム

施
設

長
　

西
岡

　
修

大
妻

女
子

大
学

教
員

　
井

上
　

修
一

※
座

長
・
助

言
者

は
、

変
更

に
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

ご
了

解
く
だ

さ
い

。
※

会
場

の
定

員
に

達
し

次
第

、
「第

2
希

望
」
の

分
科

会
に

ご
参

加
い

た
だ

く
こ

と
に

な
り

ま
す

の
で

お
申

し
込

み
は

お
早

め
に

お
願

い
し

ま
す

。
（申

込
用

紙
参

照
）

１
０

育
ち

あ
い

・
育

て
あ

う
職

場
づ

く
り

（
若

い
職

員
の

立
場

か
ら

）
福

祉
の

現
場

で
の

働
き

が
い

と
生

き
が

い
に

つ
い

て
大

い
に

語
り

合
い

ま
し

ょ
う

。
・
若

者
の

率
直

な
声

の
レ

ポ
ー

ト
・
ど

の
よ

う
な

福
祉

に
働

く
職

員
に

な
り

た
い

か
・
研

修
や

職
場

運
営

に
の

ぞ
む

も
の

・
学

び
あ

い
育

ち
合

え
る

職
場

運
営

の
経

験
　

等
（
中

間
管

理
職

職
員

の
立

場
か

ら
）

き
び

し
い

情
勢

に
立

ち
向

か
い

、
働

き
が

い
あ

る
職

場
づ

く
り

の
基

礎
は

民
主

的
運

営
で

す
。

中
間

管
理

職
の

立
場

の
方

の
悩

み
も

率
直

に
出

し
合

い
な

が
ら

議
論

で
き

る
よ

う
積

極
的

な
参

加
を

期
待

し
ま

す
。

・
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
と

り
方

・
職

場
会

議
の

持
ち

方
や

職
場

運
営

・
職

場
の

中
で

の
中

間
管

理
職

が
果

た
す

役
割

・
各

施
設

の
研

修
制

度
、

人
材

育
成

の
取

組
み

の
実

践
　

等
・
職

場
に

お
け

る
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
課

題
（
長

く
働

き
続

け
ら

れ
る

職
場

）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



 
 
 
 　昨年の第７回職員研究交流集会は、富山県の宇奈月温泉で開催され、４２５名もの参加者が多いに学び、交流を深め

ました。
　２日目におこなわれた分科会では、大きなテーマを持つ分科会が１２ヵ所つくられました。さらに、その１２ヵ所の分科会を各
現場のテーマにあわせ、２３の分散会を構成し、全国から１０７本もの実践報告が寄せられました。
　日々、一生懸命高齢者に寄り添いながら、ゆたかな援助実践を続けられている全国のみなさん。

　ぜひとも日ごろの地道な実践を大阪に持ちより、ともに学び合い、“明日からのエネルギー”に変えて
いきましょう！前頁の分科会一覧表をご参照のうえ、発表をご検討ください！！お待ちしております。

　　　　発表していただける方は、次ページ「演題募集のエントリー」用紙に必要事項をご記入の上、２１・老福連事務局までFAX
にてお送りください。この「演題募集のエントリー」は９月１０日（水）が締め切りです。

　　　　なお、当日、参加者にお配りする資料集に掲載の「発表原稿」は、下記「研究・実践報告の提出について」をご参照の上、
９月３０日（火）までにご提出下さい。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１． 様式：下記のとおり　　　　　　　　　　　　　＊文書はワードにて作成のこと
　
　　　　　　　　　タイトル〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇（フォントサイズ12）
　　　　　　　　　　　－サブタイトル〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇－（フォントサイズ９）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都道府県名　所属の施設種別名　　　　　　　施設名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職名　　　　　　　氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（都道府県名以下フォントサイズ10.5）

　　　　　　　（章立てをする場合は次の数字を当てる）　　　　１　→章
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　　　　　　　１）→節
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　　　①　→項
○用紙サイズはＡ４／余白：上下・左右とも２０ミリ／横書き／１行４５字・１枚４５行／（概ね２～４枚程度）
○＜本文の文字＞⇒ＭＳ明朝、フォントサイズは１０．５　＜タイトル＞⇒は上記例示のように　　　　　で囲み、文字はＭＳゴシッ
　ク。（フォントサイズは、タイトルは１２、サブタイトルを付す場合はフォントサイズ９、その他は１０．５とする。）
○Wordﾌｧｲﾙ名：【〔分科会No〕〔県名〕_〔施設名〕_〔氏名〕】　　（例）1-2　大阪_いのこ_吹田花子
○章立てをする場合には、章に１，２，３の数字、節に１），２），３）のように片　）の数字、項に①②③の囲いのある数字を用い、
　本文との違いを明確にするため、文字はＭＳゴシックとする。
○発表方法は資料集に掲載されたレジュメ等に基づくものとする。パワーポイント等使用する場合は原稿提出時に再度連絡を。
○発表原稿のワード文書に写真等を添付して送信される場合、ある程度容量が大きい分については別途記憶媒体に保存の
　上、郵送にて送付していただくようお願い致します。
○研究交流集会に参加できない方々とも実践交流を図る主旨で、研究・実践報告（発表）された内容を情報交流誌「ぽとぽら」

　の特集記事として取り上げることもございます。ご承知おきください。

２．提出期限：　９月３０日(日)必着

３．提出先：Ｅメールにて　Ｗｏｒｄファイルを添付
　　　　◆さくら苑（担当：正森）アドレス　【 Ｅ－mail　info@kobatokai.jp 】まで！！

　２１・老福連第８回職員研究交流集会の成功のため、研究・実践報告をもってご参加いただきたく、発表原稿
をお待ちしております。つきましては、当日配布の資料集に掲載する原稿を下記のとおりご提出いただくようお
願い申し上げます。提出いただいた原稿はそのまま資料集として印刷させていただきます。



 
 
 
 
 
 「演題募集のエントリー」〆切は９月１０日（水）です

　下記用紙に必要事項をご記入いただき、老福連事務局までＦＡＸで
　 送信願います（番号　０７５－４９４－１１３５）！

 
 
 

「発表原稿」の提出〆切は９月３０日（火）です
　さくら苑（担当：正森 まさもり）　【Ｅ－mail　info@kobatokai.jp】まで！！

 
 
 

施設名  施設住所

〒 

ＴＥＬ  
施設種別  

ＦＡＸ  

発表者名  職種  

第（   －    ） 
希望分科会 

（分散会番号も忘れず） 
演題  

発表内容 
（簡潔に） 

 

発表の際にパワーポイントの使用を予定していますか 
している ・ していない 
（ いずれかに○を ） 

ノートＰＣ持参 （パワーポイントソフトが入っていなくても可） 
※ 現地で用意できない時はお願いすることもあります 

できる  ・ できない 

◇上記「ＰＣ持参」の設問で「できる」とお答えいただいた方 

Ｗｉｎｄｏｗｓのバージョン 

パワーポイントのバージョン 

※ 該当箇所にチェック願います 

□９８ □Ｍｅ □ＸＰ □ＶＩＳＴＡ 

□2000   □2002  □2003   □2007 

 

◇問い合わせ・送付先 ： ２１老福連 事務局   TEL   ０７５－４９４－１１１５ 

FAX  ０７５－４９４－１１３５ 



 
 
 
 
 
 
ホテルコスモスクエア国際交流センター 

◇大阪市住之江区南港北１-７-５０  TEL ０６-６６１４-８７１１ 

◇大阪市営地下鉄中央線コスモスクエア駅２番出口よりサークルバス３分／インテックス大阪東ゲートより徒歩１分 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各主要駅からのアクセス

 

所要時間に乗り継ぎ

時間は含まれません 

 

◆メイン会場：コスモスクエア（ホテルコスモスクエア国際交流センター）

◆交流会会場：弁天町（ホテル大阪ベイタワー） 

詳細はホテルコスモスクエア国際交流センターＨＰにてご確認ください　●http://www.cosmo-center.co.jp/



詳細はホテルコスモスクエア国際交流センターＨＰにてご確認ください　●http://www.cosmo-center.co.jp/
 
 
 飛行機でお越しの場合 お車でお越しの場合
 
 ◆関西空港よりリムジンバスで約４５分（１，３００円）

◆約１時間に１本運行しています 

関西空港リムジンバス旅客ターミナル１階・３番乗り場

【天保山 (海遊館)】行きに乗車し、「ハイアットリージ

ェンシーオーサカ」にて下車／徒歩約５分 

◆市内中心部および関西国際空港とコスモスクエア

が阪神高速で結ばれています  
 
 
 
 
 

サークルバスでお越しの場合 
 ◆コスモスクエア駅２番出口前より乗車し、＜ホテル 

コスモスクエア国際交流センター＞まで約３分 

◆料金は一律 100 円 

平均して１時間に約３本運行しています 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホテル大阪ベイタワー 

◇大阪市港区弁天１-２-１  TEL ０６-６５７７-１１１１ 

◇大阪市営地下鉄中央線・ＪＲ大阪環状線弁天町駅直結 

◇メイン会場となる【ホテルコスモスクエア国際交流センター】からは、地下鉄中央線で一本（乗車時間８分） 

 
 メイン会場から

　地下鉄中央線で３駅 
 
 
 コスモスクエア
 
 
 大阪港

弁天町

朝潮橋

 
 
 
 
 
 
 
 



第８回老福連演芸コンクールIN大阪 
 

～今夜決定！２１・老福連のスターはあなただ！！～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　

☆第８回交流会事務局☆

　　　　〒６１８－００２２

　　　　〒５７９－８０６３ 　　　　　　かわちのさと　　　　しまだ

　　　　大阪府東大阪市横小路町１丁目１番３５号　　　　ケアハウス　　　　『かわち野里』　　島　　田

  　　　　 TEL　０７２－９８０－７２０１　　FAX　０７２－９８０－７２０３

　　   された方には・・・賞品あります！！

その他、盛りだくさんの催し物がございますのでお楽しみに！！

     【今年もやりまっせ“地酒コーナー”のお知らせ＆お願い！】

【お問い合わせ先】　　２１世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会（略称「２１・老福連」）

　　　　大阪府三島郡島本町山崎５丁目３番２５号　　特別養護老人ホーム　『弥栄の郷』　　赤　　木
　　　　　　　やえのさと　　　　 あかき

   　　　　 TEL　０７５－９６１－０１７１　　FAX　０７５－９６１－０１７０

　　※皆様にお願い：未成年、及び飲酒運転は絶対になさらぬようにお願い申し上げます。

　　　　　　　　※お申し込み方法など、詳細につきましては、裏面をご覧下さい。

たこ焼きに関する何か
が起こるかも・・

交
流
会
が
盛
り
上
が
れ
ば

、
２
日
目
の
分
科
会
の
成
功
は
間
違
い
な
し
！

今年も例年、大好評の地酒コーナーを設けます。

盃を交わすことで交流も、更に広まります。

お持ち下さい。
この酒は絶対にどこにも負けへんで！（負けないよ）という地元の銘酒をぜひ会場に　

☆詳細は後日、お知らせ致します。

平成２０年１１月２９日、今年もまたまたやって参りました、

２１・老福連、第８回職員研究交流集会！福祉を熱く語るからに

は、まずは心の壁を取り払ってからですよね！そこで、今回の交

流会では、『２１・老福連恒例演芸コンクールIN大阪』と題し、

参加施設からの出演者を大募集致します。大阪だからと言って、

笑いに走らなくても大丈夫です（＾Щ＾）皆さんのとっておきの

一芸で、大いに交流会を盛り上げて下さい。

また、内容に関しては、一発芸ほか、

踊り・歌・楽器演奏・漫談・漫才など

どんなジャンルでもＯＫです！皆様の

多彩な　才能を是非、御披露頂き各分

科会の壁を越えた交流の場として頂け

ると幸いです。

※出演者は７組を予定しています。応募者多数の場合は、実行委員会で調整させて頂きます。



（ふりがな）

（ふりがな）

（ふりがな）

〒　　　　　-

電話番号

FAX番号

お申し込み締め切りは、１０／１５日とさせて頂きます！

ご住所

ー （　　　　　　　　　　　） ー

必要物品

コンクール出演内容

マイク何本、テーブル何卓・・・など、具体的に記入をお願いします。

（　　　　　　　　　　　） ーー

備品の持ち込みについては、基本的にはこちらで準備させて頂きます。中にはこちらで準
備出来ない物もございます。FAX受信後、お聞きしたい事がございましたらこちらから連絡
させて頂きますので予め御了承下さいますよう、併せてお願い申し上げます。

（例）一発芸で鼻からうどんを吸って、口から出す・・・カラオケ
で阪神タイガースの応援歌の六甲おろしを歌いますなど、詳細
を記述して下さい。

演芸コンクール参加申込書（FAX返信用）

法人名

施設名

参加者氏名

FAX番号　　075-961-0170　　（弥栄の郷・赤木）

FAX番号にくれぐれもお間違いのございませんように、お願い申し上げます。

参加人数

ご住所・ご連絡先

第８回老福連演芸コンクールIN大阪
～今夜決定！２１・老福連のスターはあなただ！！～

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

21・老福連 第 8 回職員研究交流集会 in 大阪 
 

～参加・宿泊等 ご案内～ 

 
【１】 お申込方法のご案内 

① 参加者は、申込書に必要事項を記入の上、９月１９日（金）までに名鉄観光サービス㈱なんば支店へ FAX

または、郵送にてお申込下さい。 

 お申込締切日 ２００８年９月１９日（金）  

② お申込受付後、11 月上旬頃より名鉄観光サービス㈱なんば支店より、参加確認書（参加券・宿泊利用券

など）・請求書・振込依頼書をお送りさせていただきます。 

 ③ 費用振込について 

   郵送いたしました請求書をご確認の上、同封の振込用紙にて 11 月２１日（金）までに指定の振口座へ  

お振込をお願いします。 

 

 

【２】 21 老福連職員研究交流集会 参加費のご案内  

ご参加期間 １日間 ２日間 ３日間 

金額 8,500 円 9,000 円 10,000 円 

 

 

【３】 宿泊・交流会のご案内 

 ≪宿 泊≫ 

  宿泊は、ホテルコスモスクエア（会議場と同じ施設）にてご用意しております。 

ご利用日 シングルユース シングル ツイン 内  容 

11/29（土） 12,000 円 9,800 円 8,400 円 1 泊朝食付･税サ込 

11/30（日） 12,000 円 9,800 円 8,400 円 〃 

＊いずれの表示料金も１泊朝食付きの金額で、お部屋タイプはすべて洋室です。 

＊ツインをご希望で同室希望者がございましたら、その旨を参加申込書該当欄にご記入願います。 

＊＜ツイン＞の表示料金は一人当たりの金額です。 

＊＜シングルユース＞とは＜ツイン＞の部屋をお一人で使用するという意味です。 

＊＜シングル＞は室数が少ないため、お早めにお申し込みください。 

 

≪交流会≫ 

  交流会会場はホテル大阪ベイタワー（弁天町駅から直結・会議会場最寄駅から地下鉄 3 駅） 

 参加費 お一人様 8,500 円  

 

 



【４】 昼食弁当のご案内 

 11/30（日）分科会会場にて希望者にお弁当をご手配いたします。ご希望の方は、申込書にご記入下さい。 

 １1/30（日） 分科会会場  お弁当（お茶付き）  1,200 円  

 

 

【５】 変更・取消のご案内 

お客様のご都合で予約を取消された場合、下記の取消料が必要ですのでご注意下さい。 変更、

取消の場合は必ずＦａｘまたは郵送にてお願いします。また、変更・取消後のご返金については、

本会終了後、速やかに行いますので、ご了承ください。 

   

取消日(旅行開始日の前日から起算してさかのぼっ

て) 
大会参加費 宿泊取消料 弁当取消料 懇親会取消料

大会申込後から １００％ 無料 無料 無料 

１)２１日目にあたる日以前の解除 １００％ 無料 無料 無料 

２)２０日目にあたる日以降の解除(日帰り旅行にあ

たっては１０日前(３～６を除く) 
１００％ １０％ 無料 無料 

３)７日目にあたる日以降の解除(４～６を除く) 
１００％ ２０％ 無料 無料 

４)旅行開始日の前日の解除 
１００％ ５０％ ５０％ ５０％ 

５)旅行開始日の当日の解除(６を除く) 
１００％ １００％ １００％ １００％ 

６)旅行開始後の解除又は無連絡不参加 
１００％ １００％ １００％ １００％ 

 

※ お申し込み後の変更・取消は必ずＦＡＸにてお願い致します。（電話不可） 

※ 上記取消料ならびに郵送料の実費を差し引き、大会終了後にご清算いたします。 

※ 変更・取消等によるご清算は、大会終了後、指定の口座にお振込いたします。 

（事務手続き上、多少お時間を頂きますのでご了承願います。） 

※ 大会当日のご返金は致しませんのでご了承願います。 

 

 

【６】申込・お問い合わせ先 

   名鉄観光サービス㈱なんば支店 担当：和瀬田・上田・田中 

       〒556-0011 大阪府大阪市浪速区難波中 1-12-5 難波室町ビル 6 階 

       TEL:06-6645-8080  FAX:06-6645-8090    

        営業時間 月～金曜日 9:00～18:00 （土・日・祝祭日休業）  

 
 
 
 
 
 
 



             ２１・老福連  第８回職員研究交流集会参加申込書・費用内訳書 
申し込み締め切り ０８年９月１９日（金）必着 

 

申込日 県名 所属施設名 TEL

連絡可能な時間帯 担当者氏名 FAX

施設所在地 　　〒

　（　　　　　）　－　　　　－　

　＜　　　　時　　～　　　　時　＞ 　（　　　　　）　－　　　　－　

＜　　　月　　　日　＞

 

交流会
昼食

（お茶つ
き）

11/29 11/30 12/1 11/29 11/30 11/29 11/30

土 日 月
第１希望
第2希望

第１希望
第2希望

8,500円 1,200円

ＳＵ ＳＵ 35,200円

Ｓ Ｓ 30,800円

× Ｓ 28,000円

× Ｔ 26,600円

可 ・ 否

可 ・ 否

可 ・ 否

可 ・ 否

可 ・ 否

○

○ ○

×

○

○ 可 ・ 否4－Ⅱ 名鉄　太郎

男・女

男・女 可 ・ 否

可 ・ 否男・女

座長

参加
（※下記注釈参照）

○

× ○
　　オオサカ　タロウ

（例）大阪　太郎 相談員

男・女

4－Ⅰ

フリガナ
氏名

性別 職種

男・女

男・女

　　オオサカ　ハナコ

（例）大阪　花子
男・女 施設長

男・女

合計金額
名簿への
氏名掲載
の可否

×

宿泊
（※下記注釈参照）

第１
希望

第2
希望

役割

分科会
（※下記注釈参照）

1－Ⅳ1－Ⅴ

ツイン
利用時
同室

希望者

◆ お申し込み方法 

＊お申し込み方法は上記申し込み欄にお名前を記入のうえ、該当欄に○印を書き入れて、 

郵送またはＦＡＸにて下記申し込み先へお送りください。 

＊分科会の座長・記録・助言者・発表者の方は、希望分科会の「役割」の欄にご記入ください。 

◆ 集会参加費について 

＜申込先＞ 
名鉄観光サービス㈱なんば支店 支店長／萩原 良一 

担 当／和瀬田・上田・田中 
  〒556-0011 大阪市浪速区難波中 1-12-5 難波室町ビル 6Ｆ 
        ＴＥＬ06-6645-8080 ＦＡＸ06-6645-8090 

（営業時間 9：00～18：00 土日祝休み） 

＊３日間参加：10,000 円／２日間参加：9,000 円／１日間参加：8,500 円 

◆ ホテルの料金表について 

＊いずれの表示料金も１泊朝食付きの金額です。 
種類 シングルユース シングル ツイン

記入記号 ＳＵ Ｓ Ｔ

金額 12,000 9,800 8,400

＊＜ツイン＞の表示料金は一人当たりの金額です。 

◎いただいた個人情報は、この集会の目的以外に使用しません。 

◎当日配布の資料集に参加者一覧を掲載します。名簿への氏名掲載の可否を 

上記欄に○をおつけください。（記載なき場合は可能と判断させていただきます。） 

＊＜シングルユース＞とは＜ツイン＞の部屋を 

お一人で使用するという意味です。 


